
スポーツの世界にパソコンが取り入れられ，戦術分析  

に巧みに利用されていることがよくわかりました．各  

スポーツで得られた大量のデータを12月号で特集した  

データウエアハウスなどで解析すれば，非常に興味深  

い結果が得られそうに思いました．シミ ュレーション  

ソフト（ゲーム）作成にも非常に役立ちそうに思えま  

した．今後の様々な展開に期待したいと思います．  

●最近，横浜フリューゲルスとマリノスの合併も話題  

になりました．プロスポーツの分野は，ひとつの大き  

なビジネスです．実際には経営的な観点からの色々な  

分析がなされています．選手側でなく経営者側の視点  

の論文もあればさらによかったと思いました．  

●それにしても，ORの適用範囲の広さには驚かされ  

ます．実際には，未開拓の分野もまだまだ残っている  

のでしょう．今後，どんな特集が組まれるかご期待く  

ださい．  （原 裕淳）  

編集後記  

●1999年も早くも3月になりました．企業は年度末．  

学校は卒業のシーズンとなります．それぞれの環境で  

最後の締めを行い，新たな出発に備えて欲しいと思い  

ます．  

●今回の特集は「スポーツの戦術とマネージメント」  

です．この企画は97年の12月の編集委員会で提案され  

ました．98年は冬季オリンピックにW杯サッカーとス  

ポーツイベント目白押しというのがキッカケでした．  

実際に出版されるまで1年と4カ月かかりました．  

●「スポーツとOR」という特集でどんな記事が集ま  

るか編集委員としても興味ありました．分野的には非  

常にORらしいスポーツスケジューリング問題から，  

サッカーや野球の戦術の詰まで非常に多岐にわたって  

います．選手として著名だった方の執筆もあり，読み  

物としても非常に興味深く仕上がっていると思います．  
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